
令和６年度 

秋入試 

茨城大学大学院人文社会科学研究科 

入学試験問題 

社会科学専攻 



令 和 ６ 年 度 茨 城 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科

社会科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ コミュニケーションの社会学 ）

解答は解答用紙に記載してください。あなたが受験している専門領域名を、所定の欄に必ず記

入してください。（解答はすべて日本語で行うこと） 

（設問）

次の問 1 および問 2 の全てに解答しなさい。問 1 の解答は解答用紙「その 1」に、問 2 の解答

は解答用紙「その 2」に記入すること。 

問 1 次の a)～d)の語句について、「コミュニケーションの社会学」の視点から説明しなさい。 

a) 近代社会における再帰性(reflexivity)
b) 社会の個人化

c) 団塊ジュニア

d) ダブル・コンティンジェンシー(double contingency)

問 2 特定の集団内における成員間のコミュニケーションの現状について、社会学の視点で研究

することの意義について説明しなさい。



令 和 ６ 年 度 茨 城 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科 

社会科学専攻 入学試験問題（専門科目） 

専門領域名（  社会地理学研究 ） 

解答は解答用紙に記載してください。あなたが受験している専門領域名を，所定の欄に必ず記

入してください。（解答はすべて日本語で行うこと） 

（設問）以下の問１，問２について解答しなさい。 

問１は，解答用紙その１に，問２は，解答用紙その２に記入してください。 

問１．社会地理学における都市に関連する以下の用語について説明しなさい。 

（１）インナーシティ

（２）中心地理論

問２．エベネザ・ハワードによる「田園都市論」の主要概念と，現代における田園都市の展開に

ついて論じなさい。 



令 和 ６ 年 度 茨 城 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科 

社会科学専攻 入学試験問題（専門科目） 

専門領域名（ ）

解答は解答用紙に記載してください。あなたが受験している専門領域名を、所定の欄に必ず記

入してください。（解答はすべて日本語で行うこと） 

（設問）イタリアのおけるテリトーリオについて、その意味と意義を内発的発展という観点から

事例を交えて説明して下さい。 

地誌学研究



令 和 ６ 年 度 茨 城 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科

社会科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（家族社会学研究）

解答は解答用紙に記載してください。あなたが受験している専門領域名を、所定の欄に必ず記

入してください。（解答はすべて日本語で行うこと） 

（設問）

以下の設問の全てに対して論じてください。 

※問 1は「解答用紙その 1」に、問 2は「解答用紙その 2」に記入してください。

【問 1】下記の用語についてそれぞれ説明してください。3つ全てに解答すること。 

A. 圧縮的近代(compressed modernity)

B. 第二次人口転換 (second demographic transition）

C. ジェンダー革命（gender revolution）

【問 2】 

1. 福祉国家研究の基礎を築いたエスピン＝アンデルセン（Esping-Andersen, 1990) の福

祉レジーム論について、それぞれの福祉レジームの分類基準とその特徴について論じて

ください。その上で、日本がどの福祉レジームに分類されるのかについて考察し、論じ

てください。

2. 「東アジア家族主義」の特徴・共通点について論じてください。その上で、「東アジア

家族主義」の内部に存在する異同について、ジェンダーの観点から考察し、論じてくだ

さい。



令 和 ６ 年 度 茨 城 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科

社会科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（商法・経済法研究）

解答は解答用紙に記載してください。あなたが受験している専門領域名を、所定の欄に必ず記

入してください。（解答はすべて日本語で行うこと） 

（設問）

著作権法における、引用に関する定めにつき、説明して下さい。



令 和 ６ 年 度 茨 城 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科  

社会科学専攻 入学試験問題（専門科目） 

専門領域名（  労働法研究 ） 

解答は解答用紙に記載してください。あなたが受験している専門領域名を、所定の欄に必ず記

入してください。（解答はすべて日本語で行うこと） 

（設問）以下の 2 問すべてに解答しなさい。 

1.労働基準法上の労働時間の概念について、判例及び学説を踏まえて説明しなさい。

2.整理解雇の有効要件について、判例を踏まえて説明しなさい。



令 和 ６ 年 度 茨 城 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科

社会科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（  社会保障法研究 ）

解答は解答用紙に記載してください。あなたが受験している専門領域名を、所定の欄に必ず記

入してください。（解答はすべて日本語で行うこと） 

（設問） 以下の設問のすべてに解答してください。

１．現在の日本における介護保険の課題の一つに、サービスの重点化・効率化がある。

このサービスの重点化・効率化を図るため、これまでに介護保険法の改正を伴って行われ

たものの中から 2 つを選んで、説明してください。 

２．介護保険の被保険者が保険給付を受給するための手続きについて、説明してください。



令 和 ６ 年 度 茨 城 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科 

社会科学専攻 入学試験問題（専門科目） 

専門領域名（  労働経済論研究 ）

解答は解答用紙に記載してください。あなたが受験している専門領域名を、所定の欄に必ず記

入してください。（解答はすべて日本語で行うこと） 

（設問） 

１． 括弧内の選択肢から適切なものを選び、その選択肢番号を解答用紙に書いてください。 

(1) 現在、地域別最低賃金額が最も高い自治体は（ ①東京都 ②神奈川県 ③千葉県

④埼玉県  ⑤茨城県 ）である。

(2) 派遣労働者に対しては（ ①派遣元  ②派遣先 ）の最低賃金が適用される。

(3) フルタイム労働者の賃金の中央値及び平均値に占める最低賃金の割合を比較した場合、

日本は、OECD 平均よりも（ ①高い  ②低い  ）。

(4) 世界経済フォーラムが発表した 2022 年の経済分野におけるジェンダー・ギャップ指数

ランキングで日本の順位は 121 位であった。このランキングの決定の際に重視されるのは、

雇用面での（ ①機会 ②結果 ）のジェンダー平等である。 

(5） 2021 年の日本の就業者に占める女性の割合は 45％と諸外国と比較して大きな差はない

が、管理的職業従事者に占める女性の割合は、諸外国ではおおむね 30％以上となっている

のに対して、日本はおよそ（ ①7％ ②13％ ③20％ ）と低い。 

２． 日本の雇用面におけるジェンダー・ギャップの大きさを様々な面から説明し、企業の 

人事労務管理や政策の問題点および改革の方向性について論じてください。 








